「会津坂下町まちなかガイド(観光ガイド)」のご案内
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山本(新島)八重の好ライバル
娘子隊 隊長 「中野竹子」 ゆかりの地 EQ \* jc2 \* "Font:HGP創英角ﾎﾟｯﾌﾟ体" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(あいづばんげまち),会津坂下町) まち歩き
～戊辰戦争の足跡を巡る～
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戊辰戦争下の会津では、「白虎隊」に代表される悲話がたくさん生まれました。
また、「山本(新島)八重」のように戦いに加わり、幕末･明治の時代をたくましく生きた
女性の姿も見られます。
会津坂下町の法界寺には、娘子隊(婦女隊)を結成し薙刀を手に女性ながらに果敢に戦い
散っていった「中野竹子」が埋葬されています。その他にも町内には当時の様々なドラマ
が隠れています。

慶応四(1868)年、会津の人々がどんなことを思いどんな暮らしをしていたのか？
私たちと一緒に町内を探検してみませんか？
そこには、現在にも語り継がれる会津の心が…。そして新たな発見が待っています。
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◆中野竹子 ゆかりの地 会津坂下町まち歩きモデルコース◆　（所要約２時間）
　  (例)10:00　    　  10:10　     　　10:25　         10:50　　　  　　　11:20　　   　　12:00
 会津坂下駅 ― ①光照寺･光明寺 ― ②八二醸造 ― ③法界寺(竹子の墓) ― ④まちなか散策 ― 会津坂下駅
　　 スタート　 　　　(約10分)　    　(約20分)　　   　(約25分)　　  　  (15～40分)　　　 ゴール






「会津坂下町まちなかガイド(観光ガイド)」

　　　　　　　　　　　　

　　〒969-6543 福島県河沼郡会津坂下町字市中二番甲3650

　　　　会津坂下町産業部商工観光班「会津坂下町まちなかガイド」事務局

TEL：0242-83-5711　FAX：0242-83-5713
e-mail：nigiwai@town.aizubange.fukushima.jp
①光照寺･光明寺





③法界寺(中野竹子の墓)





②八二醸造





④まちなか散策～いろいろ～





町内の光照寺には西軍の越前藩･高田藩、光明寺には小倉藩の戦死者が、敵軍にも関わらず手厚く葬られています。





才知にたけ、和歌や武芸にも秀ででいた「中野竹子」。


若松城下に西軍が攻め入ると、薙刀を手に


果敢に戦いました。


「武士(もののふ)の猛き心にくらぶれば


数にも入らぬ我が身ながらも」


辞世の句が竹子の心情を語ります。


堂内には薙刀など遺品も展示されています。





なぜ会津坂下町に西軍墓地が？


今はどのようにして弔われている？





慶応四年八月二十三日、会津にとっての運命の日、


竹子の身にどんなドラマが…？


薙刀を手になぜ会津坂下町に西軍墓地が？


今はどのようにして弔われている？





八重や竹子が戦っていた戊辰戦争時、商人や庶民の暮らしは？八二醸造では何が？


陶芸家板谷波山の作品も必見です。





寛政二(1790)年創業の老舗醸造店。戊辰戦争時のエピソードが伝わる店内は当時の姿を残しています。





町内には、馬刺し･おソバ･酒蔵･農産物･お菓子など、うまいもんがいっぱい！


散策しながらいろいろと楽しんでみましょう。





まちなかの風景を楽しんだり、いろいろなお店を覗いてみる。店主とのお話も楽しいね。











※お願い※





希望日の１週間前


までに申込下さい。


ガイド経費1,000円





会津坂下町


イメージキャラクター





「バンビィ」　





お問い合わせ・お申し込みはこちらまで！








